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OCTOBER

◉トークスクエア

人間、働いてさえいれば、なんとかなります
漫画家   西原 理恵子氏
◉ GROUP CLIP
「新日鉄グループの復興技術・まちづくり支援」を
ウェブサイトに掲載

東日本大震災特集

再生に向けて始動！
釜石製鉄所



研究開発の現場から
14

挑戦しています。夢のものづくり

棒線事業部　室蘭製鉄所
製鋼工場　製鋼技術グループ　マネジャー

青野 通
み ち ま さ

匡  （2004年入社、マテリアル応用工学専攻）

製鋼技術の視点から
新日鉄の国際競争力を高める

S e r i e s

新
幹
線
の
設
計
を
し
た
い 

―
― 

高
校
時
代

そ
ん
な
憧
れ
を
抱
き
、材
料
工
学
に
興
味
を
持
っ

た
。
大
学
で
金
属
の
腐
食
・
防
食
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
学
ぶ
と
、
次
第
に
鉄
の
世
界
に
魅
せ

ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
大
学
院
で
は
、
担
当

教
授
が
当
時
参
画
し
て
い
た
鉄
鋼
協
会
傘
下

の
研
究
会「
革
新
的
・
混
合
分
離
リ
ア
ク
タ
ー

創
出
研
究
会
」で
製
鋼
プ
ロ
セ
ス
の
流
体
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

「
就
職
活
動
で
鉄
鋼
大
手
各
社
を
訪
問
し
ま

し
た
。
広
畑
製
鉄
所
の
冷
鉄
源
溶
解
法
を
見

て
、
高
炉
法
と
異
な
る
新
た
な
製
鉄
プ
ロ
セ

ス
を
世
界
で
初
め
て
実
用
化
し
た
、
新
日
鉄

の
技
術
開
発
の
底
力
を
感
じ
ま
し
た
」

入
社
後
は
自
動
車
部
品
向
け
特
殊
鋼
の
主

力
製
造
基
地
で
あ
る
室
蘭
製
鉄
所
の
製
鋼
工

場
に
配
属
さ
れ
た
。
特
殊
鋼
は
自
動
車
部
品

の
中
で
も
特
に
強
度
や
耐
久
性
な
ど
が
最
も

高
い
次
元
で
求
め
ら
れ
る
エ
ン
ジ
ン
、
駆
動
系
、

足
回
り
の
い
わ
ゆ
る
重
要
保
安
部
品
に
多
く

使
わ
れ
て
い
る
。
部
品
に
求
め
ら
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
要
求
特
性
に
合
わ
せ
た
製
品
を
開
発
し

供
給
し
て
い
る
室
蘭
で
、
強
度
と
相
反
す
る

良
好
な
切
削
性
を
両
立
し
、
加
工
部
品
の
長

寿
命
化
と
製
造
時
の
環
境
負
荷
低
減
に
貢
献

す
る「
鉛
を
使
わ
な
い
低
炭
快
削
鋼
」の
実
機

化
に
も
携
わ
っ
た
。「
鉛
を
使
わ
な
い
低
炭
快

削
鋼
」の
開
発
は
、『
第
3
回
も
の
づ
く
り
日
本

大
賞
』優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

「
誰
も
つ
く
っ
た
こ
と
の
な
い
鋼
材
を
つ
く

り
た
い
。
そ
れ
が
技
術
者
と
し
て
の
夢
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
机
上
で
上
手
な
絵
が
描
け

て
も
実
現
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
高
品

質
な
製
品
を
安
定
供
給
す
る
た
め
に
は
、
ラ

ボ
で
の
研
究
開
発
の
成
果
を
洗
練
さ
せ
る
現

場
の
デ
ー
タ
が
重
要
で
す
。
原
理
・
原
則
と

現
場
・
現
物
の
歯
車
が
か
み
合
っ
て
初
め
て

大
き
な
力
が
生
ま
れ
ま
す
」

昨
年
、
全
社
精
錬
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
サ
ブ
グ
ル
ー

プ
の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
、
現
在

は
新
日
鉄
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開

を
支
え
る
海

外
製
造
拠
点

の
技
術
支
援
に

も
携
わ
っ
て
い

る
。
製
鋼
技
術

の
視
点
か
ら
新

日
鉄
の
国
際
競

争
力
を
高
め
る

研
究
開
発
を
続

け
、
世
界
に
通

用
す
る
技
術

者
を
目
指
し

歩
ん
で
い
る
。

自動車の重要保安部品に使われている室蘭の特殊鋼

背景は室蘭製鉄所の転炉（修繕中）



出典：岩手県ホームページジジジ

ＪＲ線 釜石市

大槌町

大槌湾

釜石湾

両石湾

釜石港

釜石製鉄所
特殊鋼線材の製造拠点。
自動車のタイヤ用スチールコードでは
世界トップメーカー。

出典：岩手県ホームページ

津波による被災地域

釜石製鉄所
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東
日
本
大
震
災
特
集

震
災
か
ら
約
半
年
が
経
過
し
た
現
在
、
被
災
し
た
釜
石
ほ
か
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ

の
各
拠
点
は
、
少
し
ず
つ
、
し
か
し
着
実
に
復
興
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

本
特
集
で
は
釜
石
地
域
を
中
心
に
、
震
災
後
、
生
活
基
盤
の
復
旧
・
地
域

支
援
や
、
製
鉄
所
・
工
場
の
設
備
復
旧
に
取
り
組
む
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ

社
員
の
姿
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

再
生
に
向
け
て
始
動
！ 

釜
石
製
鉄
所

再
生
に
向
け
て
始
動
！ 

釜
石
製
鉄
所



地
震
発
生

災
害
対
策
本
部
設
置

本
社
へ
第
一
報（
内
線
電
話
）

出
勤
者
の
安
否
確
認
完
了

所
長
が
出
張
先
よ
り
帰

所
、
陣
頭
指
揮

本
社
へ
詳
細
報
告
（
衛
星

電
話
）

行
政
や
病
院
か
ら
の
燃
料

供
給
要
請
に
対
応

帰
宅
困
難
者
に
備
蓄
食

料
を
配
給

対
策
会
議
（
安
否
確
認

最
優
先
を
指
示
）

安
否
確
認
名
簿
作
成
に

着
手・安
否
確
認
開
始（
グ

ル
ー
プ
17
社
の
社
員
・
家

族
）、
行
政
の
土
地
提
供

要
請
に
即
時
対
応
（
自
衛

隊
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
が
れ
き

置
き
場
な
ど
）

本
社
に
支
援
物
資
要
請

行
政
に
遺
体
安
置
所
を

提
供

震
災
対
応
組
織
を
整
備

（
紙
で
情
報
共
有
）、
支
援

物
資
第
一
便（
本
社
）到
着
、

物
資
の
配
分
ル
ー
ル
作
成

本
事
務
所
に
炊
き
出
し
用

食
糧
確
保
、
釜
石
市
へ
支

援
物
資
搬
入
、
仮
設
住
宅

用
地
提
供
、
内
線
電
話
復

旧
、
本
事
務
所
照
明
復
旧

（
発
電
機
）

6
30日（

日
）

13
日（
月
）

14
日（
火
）

15
日（
水
）

16 震
災
後
１
ヵ
月
間
の
出
来
事

日（
金
）

11
日（
土
）

12 14
46

15
00

14
48

14
50

17
00
頃

21
00
頃

3
月

地
震
発
生
後
、
釜
石
市
内
は
製
鉄
所
を
含
め
て
全
域
で

停
電
。
そ
の
約
30
分
後
、
信
号
が
機
能
せ
ず
交
通
が
麻
痺

す
る
中
で
大
津
波
が
直
撃
し
、
市
街
地
を
飲
み
込
ん
だ
。

釜
石
製
鉄
所
の
グ
ル
ー
プ
社
員
・
家
族
の
中
か
ら
も

多
数
の
死
亡
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
グ
ル
ー
プ
社

員
の
約
２
割
が
住
居
を
失
っ
た
。
ま
た
、
製
鉄
所
で
は

国
内
向
け
製
品
出
荷
を
行
う
北
桟
橋
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ（
※
１
）用

石
炭
・
ビ
レ
ッ
ト
受
け
入
れ
や
製
品
輸
出
を
行
う
南
桟

橋
な
ど
港
湾
・
物
流
設
備
が
、
大
津
波
の
直
撃
で
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
、
線
材
工
場
や
電
力
工
場（
※
１
）な

ど
構
内
の
建
屋
も
一
部
損
傷
・
冠
水
し
た
。

巨
大
津
波
が
市
街
地
を
飲
み
込
む
。

釜
石
地
域
が
未
曾
有
の
被
害

電力工場にも津波が押し寄せて冠水。

製鉄所前の国道283号線に押し寄せた津波。被害を免れた本事務所前の敷地から所員が
ロープを投げて、車内に取り残された人の救助にあたった。 写真提供：岩手日報社『平成の三陸大津波』

釜石製鉄所では、操業用電力のほぼ全量を東北電力から買電している。
一方電力工場では、IPP（Independent Power Producer：独立系発電事業者）として発電した電力の全量を東北電力に売電している。

（※１）
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
14
時
46
分
、

宮
城
県
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の

巨
大
地
震
が
発
生
し
、
東
北
沿
岸

地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
釜
石
製
鉄
所
・
君
津
製
鉄
所

の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
・
関
連
協
力
会

社
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
特
に
釜

石
製
鉄
所
で
は
地
震
と
大
津
波
に

よ
り
、
港
湾
設
備
な
ど
が
損
壊
し
即

時
操
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
本

特
集
の
第
１
章
で
は
釜
石
地
域
の
被

災
状
況
と
、
製
鉄
所
に
よ
る
初
動

対
応
や
生
活
基
盤
・
地
域
の
復
旧

に
向
け
た
取
り
組
み
を
振
り
返
る
。

　
　
　 

地
域
と
共
に
生
き
る
製
鉄
所
と
し
て

│

生
活
基
盤
の
復
旧
・
支
援
に
取
り
組
む

第

1
章

津波により、荷役中だった大型船が直撃し半壊
した全天候バース（北桟橋）。

原料輸送の動脈を担うコンベアが崩壊。
アンローダや岸壁クレーンも損壊・浸水した。

中央バースが亀裂、陥没。



日（
木
）

17
日（
金
）

18
日（
土
）〜

19
日（
日
）〜

20
日（
月
）〜

21
日（
火
）

22
日（
木
）

31

出
勤
者
へ
の
炊
き
出
し
開

始（
４
月
下
旬
ま
で
継
続
）

受
電
再
開
、
飲
料
水
通
水

所
幹
部
に
よ
る
避
難
所

激
励
訪
問

行
政
と
連
携
し
、
避
難

所
へ
物
資
支
援

線
材
工
場
大
浴
場
を
被

災
者
に
開
放

組
織
体
制
見
直
し
（
復

旧
対
応
を
強
化
）、
安
否

確
認
を
各
工
場
・
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
実
施
す
る
体

制
に
変
更
、
自
宅
避
難

者
へ
の
物
資
提
供
開
始

所
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信

（
安
否
確
認
・
生
活
基

盤
再
生
と
生
産
設
備
復

旧
の
両
輪
で
）

外
線
電
話
復
旧

シ
ス
テ
ム
回
線
復
旧
（
７

日
の
余
震
で一
時
寸
断
）

社
内
メ
ー
ル
復
旧

全
シ
ス
テ
ム
復
旧

宗
岡
社
長
が
激
励
訪
問
、

線
材
工
場
稼
働
（
圧
延

再
開
） 4

月

日（
水
）

13
日（
火
）

12
日（
月
）

11
日（
火
）

5
日（
月
）

4

被
災
し
た
仲
間
に
思
い
を
馳
せ
、

支
援
物
資
を
現
地
に

本
人
と
家
族
の
命
が
最
優
先
。

社
員
と
家
族
の
安
否
確
認
に
奔
走

釜石製鉄所 総務部 
総務グループリーダー

奥野 大輔
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「災害対策本部」では、名簿から作成した捜索マップ（写真
2段目）で順路を確認し、グループ社員・家族6,100名の
安否確認を行った。

釜石市・大槌町など被災エリアごとに “足 ”で安否確認
が行われた。

各地から続々と届く支援物資は釜石本事務所の
2階に集められ、物資班が配布した。

釜石製鉄所の女性所員が炊き出しを行い、
社員に手作りのおにぎりが振舞われた。震災
当初は飲料水にも不自由しながらも、鍋で
ご飯を炊いた。

本社やグループ各社、お客様などからの支援物資は、
東京物流センターを中継基地として現地に運ばれた。

各製鉄所でも総力を挙げて物資調達・輸送を実施。
設備の早期復旧に向け、各製鉄所の設備技術者が
トラックに同乗した。



地
域
を
支
え
る

製
鉄
マ
ン
と
し
て

釜石シーウェイブスの部員が物資の
運搬や介護支援（停電時の階段移動）
など、独自の地域支援活動を行った。

市民に開放された線材工場の大浴場と避難所を巡回する送迎バス。
７月９日まで延べ6,000人の市民が疲れを癒した。

避難所生活では多くの所員・OBが地域住民のまとめ役となった。所長がグループ社員を
慰問した際に、避難所生活者全員への激励挨拶を求められる一幕もあった。

製鉄所構内の空き地は市街地から集められた
がれき置き場として活用された。

市に対して、被災者向けの仮設住宅用地を
提供（写真は松倉サッカー場）。

製鉄所構内の土地・建物を、津波被害を
受けた官公庁の仮事務所として提供。

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
、

地
域
の
支
援
活
動
に
取
り
組
む

避難所解散の日に、被災者でバーベキュー大会。

行方不明者の捜索、がれき撤去にあたる当社社員。市民
からは製鉄所員の青い作業服を見ると安心したという
声も聞かれた。
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釜
石
市
企
業
立
地
推
進
本
部

副
本
部
長

佐
々 

隆
裕
氏

釜
石
製
鉄
所
長

谷
田 

雅
志 

製
鉄
所
の
稼
働
が
復
興
へ
の
希
望
を
与
え
る

所
員
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
地
域
で
の
信
頼
の
礎
に

　

釜
石
製
鉄
所
で
は
安
否
の
確
認
・

地
域
の
復
旧
を
最
優
先
に
、
震
災
直

後
か
ら
各
人
が
自
身
の
役
割
を
認
識

し
迅
速
に
実
行
で
き
る
態
勢
づ
く
り

を
行
い
、
地
域
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

通
じ
て
、「
所
員
一
人
ひ
と
り
が
、
長

年
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
い
、

そ
れ
が
当
社
に
対
す
る
地
域
の
信
頼

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
」「
自
ら
考

え
現
場
・
現
物
で
行
動
す
る
な
ど
、

当
社
の
社
員
行
動
指
針
に
盛
り
込
ま

れ
た
内
容
が
、
復
旧
活
動
に
お
い
て

も
重
要
な
指
針
と
な
っ
た
こ
と
」を

　

震
災
で
不
通
と
な
っ
た
国
道
45
号

線
に
代
わ
り
、
今
年
３
月
５
日
に
開

通
し
た
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
が〝
命

の
道
〞と
な
り
、
震
災
直
後
に
は
釜

石
市
周
辺
地
域
を
含
め
９
０
０
０
人

を
超
え
る
人
々
が
、
市
の
避
難
所
に

押
し
寄
せ
ま
し
た
。
新
日
鉄
さ
ん
に

は
、
自
ら
も
甚
大
な
被
害
に
遭
っ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
関
係
施
設
の
開

放
や
用
地
提
供
を
快
く
お
引
き
受
け

い
た
だ
き
ま
し
た
。
加
え
て
物
資
提

供
や
製
鉄
所
構
内
の
風
呂
開
放
な
ど

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
の
混
乱
の
中
で
、
た
く
さ

ん
の
市
民
の
方
か
ら「
製
鉄
所
が
再

稼
働
し
て
初
め
て
復
興
が
ス
タ
ー
ト

す
る
」と
い
う
期
待
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
3
月
末
に
本
格
的
な
設

備
復
旧
を
決
断
し
、お
客
様
・
全
社
・

グ
ル
ー
プ
各
社
の
ご
支
援
の
も
と
、

現
在
着
実
に
復
旧
・
復
興
を
進
め
て

い
ま
す
。〝
近
代
製
鉄
発
祥
の
地
〞で
、

今
後
も
地
域
と
共
に
生
き
る
製
鉄
所

と
し
て
、
所
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の

危
機
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

生
活
基
盤
の
復
旧
が
進
む
中
、
市

民
の
間
で
は
、
被
災
し
た
企
業
の
生

産
再
開
や
雇
用
が
大
き
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
日
鉄
さ
ん
と
共

に
公
共
埠
頭
の
活
用
を
検
討
し
、
製

鉄
所
や
関
連
企
業
が
４
月
か
ら
順
次

生
産
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
釜
石
市
民
に
大
き
な
希
望
と

勇
気
を
与
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

製
鉄
所
と
共
に
、
市
民
が
希
望
を
持

て
る
地
域
の
復
興
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

被災した小学生を対象に、ラグビー
教室や炊き出しなどを行った。右写
真は、吉永小百合さんから寄贈され
たTシャツを着て指導する釜石シー
ウェイブス部員。
９月11日、秩父宮ラグビー場で今季
初戦が行われ、日野自動車に41 0 
で快勝した（左写真）。

釜石製鉄所 製造部
電力工場 マネジャー

佐々木 慶一
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設
備
復
旧
に
向
け
た
所
長
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
、
製
鉄
所
設
備
の
復
旧
活
動

は
、
線
材
圧
延
・
出
荷
の
早
期
再
開
と
電

力
需
給
の
ひ
っ
迫
す
る
夏
場
前
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ

（
電
力
工
場
）稼
働
再
開
を
目
指
し
、
社
内

各
部
門
の
応
援
を
得
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。

線
材
工
場
―
―

〝
釜
石m

ade

〞の
高
級
線
材
を

再
び
世
界
に

圧延を再開した線材工場

釜石製鉄所 製造部
線材工場 係長

佐々木 順一
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生
産
再
開
へ
│

釜
石
製
鉄
所
、

復
旧
に
向
け
力
強
く
始
動
！

地
域
に
希
望
と
勇
気
を

第

2
章

組合が結成した「釜石元気づくり委員会」では、復興メッセージの看板を手作りで作成し、
市民の目にもふれる製鉄所前に設置。地域と共に復興を目指す決意を新たにした。

線材工場が生産再開した4月13日に宗岡社長が来所し全所員
を激励。「新日鉄は釜石製鉄所と共にある」という言葉は、復興
支援と生産再開に取り組む所員の気持ちを一つにした。

釜
石
製
鉄
所
で
は
震
災
か
ら
20
日
を
経
過
し
た
３
月
31
日
、
谷
田
所
長
が
所
員
・
グ
ル
ー
プ
社
員

に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。
引
き
続
き
被
災
者
の
支
援
・
地
域
の
復
旧
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
製
鉄
所
の
生
産
再
開
に
向
け
た
復
旧
作
業
を
本
格
化
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

地
域
や
お
客
様
か
ら
の
１
日
も
早
い
製
鉄
所
の
操
業
再
開
を
望
む
声
に
後
押
し
さ
れ
た
も
の
だ
。

第
２
章
で
は
、
生
産
再
開
に
動
き
出
し
た
製
鉄
所
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。



釜石製鉄所 製造部 
電力工場 マネジャー

三浦 祥精
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7月1日の運転再開と同時に煙突から水蒸気を排出した IPP設備。
市民を勇気づける地域振興のシンボルにもなっている。

6月 20日、試運転により受変電設備、各種エネルギー機器の健全性・
安全性を確認。途中トラブルもあったが予定通り設備の立ち上げを実現した。

構内の石炭揚陸設備が損壊したため、5月7日から公共埠頭での石炭
揚陸、トラック輸送を開始。IPP運転再開に向けて石炭の備蓄を行った。

電
力
工
場
―
―

地
域
へ
の
電
力
供
給
の
責
任
を

担
い
フ
ル
稼
働
へ



来年1月の完工を目指して復旧に取り組む中央バース。

製鉄所の動脈を担うパイプコンベアの復旧工事が急ピッチで
進んだ（8月31日完工）。

4月中旬～5月中旬にスタートした公共埠頭でのビレットの荷揚げと線材出荷。

港
湾
設
備
―
―

プ
ロ
集
団
の
総
合
力
で

着
実
な
復
旧
を
進
め
る

北桟橋

南桟橋

中央バース

5号岸壁クレーン

コンベア

線材出荷（国内）

中央
バース
崩壊

全壊

中壊

全壊

クレ ンクレーン
半壊

南桟橋
陥没

全天候
バース
半壊

テント倉庫

テ
ン
ト

テ
ン
ト

電
気
室

桟
橋
倉
庫

倉庫輸送管理
センター

7号岸壁クレーン

KGC NO2号
アンローダ

KGC NO1号
アンローダ

線材出荷（輸出）

ビレット・石炭受け入れ

釜 石 港

港湾設備の被害状況

釜石製鉄所 製造部
設備グループリーダー

川畑 輝夫
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線
材
工
場
圧
延
再
開

ビ
レ
ッ
ト
分
譲
受
入
再
開

（
公
共
埠
頭
）

線
材
国
内
向
け
海
送
出
荷

再
開
（
公
共
埠
頭
）

Ｉ
Ｐ
Ｐ
用
石
炭
受
入
再
開

（
公
共
埠
頭
）

線
材
輸
出
出
荷
再
開（
公

共
埠
頭
）

Ｉ
Ｐ
Ｐ
運
転
再
開

ビ
レ
ッ
ト
分
譲
受
入
再
開

（
南
桟
橋
７
号
ク
レ
ー
ン

復
旧
）

パ
イ
プ
コ
ン
ベ
ア
復
旧

製
鉄
所
で
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
用
石

炭
受
入
再
開

中
央
バ
ー
ス
復
旧

線
材
輸
出
再
開（
南
桟
橋

復
旧
）

線
材
国
内
出
荷
再
開
（
全

天
候
バ
ー
ス
復
旧
）

復
旧
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
概
要

日（
火
）

19
日（
日
）

24
日（
水
）

13
日（
金
）

9
日（
土
）

7
日（
木
）

12
日（
金
）

1
日（
水
）

31
日（
土
）

23

4
月

5
月

7
月

8
月

9
月

2

0

1

2

年

1
月
予
定

4
月
予
定

3
月
予
定



サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
―
―

お
客
様
の
ご
支
援
を
得
な
が
ら

釜
石
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
対
応
を
行
う

棒線営業部 企画・調整
グループ マネジャー

國安 信昭
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君津線材工場では圧延工事を延期して釜石のバックアップ対応を行い、お客様へ
のデリバリーを守った。写真は、再開した君津から釜石向けのビレット出荷の様子。

代
表
取
締
役
副
社
長（
地
震
対
策
統
括
本
部
長
）　
進
藤 

孝
生

情
報
共
有
と
平
時
の
備
え
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　

初
め
に
、
今
回
の
震
災
で
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
お
取
引
先
の
皆
様
を
は

じ
め
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
会
社
や
関
係
者

の
多
数
の
方
々
か
ら
お
見
舞
い
・
ご
支
援

を
頂
戴
し
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
一
方
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
社
員
や

Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
自
身
も
被
災
す
る
中
、
自

ら
の
判
断
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
支
援
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
現

在
も
困
難
な
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
が
、

釜
石
地
域
の
方
々
と
共
に
乗
り
越
え
て
い

く
決
意
で
す
。

　

さ
て
今
回
の
震
災
で
は
、「
情
報
イ
ン
フ
ラ
」

と「
平
時
か
ら
の
備
え
」の
大
切
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。
震
災
当
日
の
夜
、当
社
で
は
本
社
・

釜
石
間
で
一
本
の
衛
星
電
話
が
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
一
本
の
お
か
げ
で
、
被
災

の
状
況
や
安
否
確
認
、
初
動
対
応
、
必
要
な

支
援
物
資
の
内
容
、
そ
の
調
達
・
運
搬
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
、
本
社
・
製
鉄
所
間
で
共

有
で
き
ま
し
た
。
こ
の
お
か
げ
で
辛
く
厳
し

い
極
限
状
態
の
中
で
も
、
関
係
者
の
方
々
が
、

あ
る
種
の「
安
心
感
」を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
制
約
が
あ
る
中
で
、
連
続
的
に
重
要
な

決
断
を
迫
ら
れ
ま
す
。
避
難
訓
練
の
徹
底
や

非
常
用
物
資
の
備
蓄
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
か

ら
考
え
方
を
整
理
し
、
緊
急
時
に
お
け
る
対

応
策
の
優
先
順
位
、す
な
わ
ち
①
ま
ず
社
員
・

家
族
の
生
命
を
守
り
、
②
社
外
へ
の
被
害
拡

大
を
防
止
し
、③
そ
の
上
で
地
域
へ
の
協
力
・

貢
献
を
行
い
、
④
最
後
に
設
備
の
復
旧
に
取

り
組
む
こ
と
、
こ
れ
を
頭
に
入
れ
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

今
後
当
社
は
こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
対
策
に
、

建
屋
の
耐
震
対
策
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
を
加

え
て
、
こ
の
両
面
か
ら
災
害
対
策
強
化
に
努

め
て
い
き
ま
す
。



人
間
、働
い
て
さ
え
い
れ
ば
、

な
ん
と
か
な
り
ま
す

ゲ
ス
ト
◉
漫
画
家

西
原
理
恵
子
氏

プロフィール◉さいばら・りえこ
1964年（昭和39年）高知県生まれ。武蔵野美術大学卒。大学在学中に漫画家デビュー。以後、『ぼくんち』『まあじゃん
ほうろうき』『パーマネント野ばら』など、独自の作風で熱狂的なファンを獲得。96年、戦場ジャーナリストの鴨志田穣氏
と結婚。その後、夫のアルコール依存症、離婚を経て家族がまた一つになるまでの姿は『毎日かあさん』として映画化も
されている（2011年2月）。8月27日に毎日新聞連載の『毎日かあさん』単行本第8巻（いがいが反抗期編）が発売。
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Ⓒ西原理恵子



お
金
が
あ
れ
ば
、
家
族
を
守
れ
る
。

人
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

―
―
漫
画
家
と
し
て
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
て
い
ま
す

が
、
生
い
立
ち
を
つ
づ
っ
た
著
書
で
は
、
そ
の
原
動
力
は

少
女
時
代
の
貧
し
さ
へ
の
反
発
だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

私
が
過
ご
し
た
高
知
の
田
舎
町
は
、
周
り
が
み
ん
な
貧

乏
で
、
あ
る
の
は
典
型
的
な
閉
塞
感
だ
け
で
し
た
。
女
性

は
16
で
結
婚
し
て
、
17
で
子
ど
も
を
産
ん
で
、
18
で
捨
て

ら
れ
て
、
そ
れ
で
ま
た
19
で
新
し
い
男
と
結
婚
し
て
ま
た

捨
て
ら
れ
る
。
そ
の
繰
り
返
し
。
頑
張
っ
て
る
人
も
い
た

け
ど
、
途
中
で
頑
張
る
の
を
や
め
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
周
り

に
良
い
モ
デ
ル
に
な
る
大
人
が
い
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。

貧
困
が
招
く
世
代
間
の
負
の
連
鎖
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る

環
境
で
し
た
。

貧
乏
と
暴
力
っ
て
す
ご
い
仲
良
し
で
、
そ
れ
は
弱
い
人

に
最
初
に
向
か
い
ま
す
。
母
親
は
い
つ
も
お
金
が
な
く
て

い
ら
い
ら
し
て
子
ど
も
を
怒
鳴
り
ち
ら
す
。
父
親
は
母
親

を
殴
り
、
子
ど
も
た
ち
は
親
に
本
気
で
殴
ら
れ
る
。
周
り

は
全
部
そ
う
で
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
私
も
将
来
夫
に
殴

ら
れ
て
、
子
ど
も
を
怒
鳴
り
つ
け
る
女
に
な
る
ん
だ
っ
て

思
う
と
、
怖
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
。

―
―
子
ど
も
の
こ
ろ
の
将
来
の
夢
は
？

絵
で
食
べ
て
い
き
た
い
っ
て
い
う
漠
然
と
し
た
想
い
は

あ
り
ま
し
た
け
ど
、
女
の
子
が
女
優
さ
ん
に
な
り
た
い
っ

て
言
う
の
と
同
じ
で
、
絶
対
に
か
な
わ
な
い
し
、
口
に
出

し
て
も
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
絵
で
褒
め
ら
れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
勉
強
も

ダ
メ
だ
っ
た
し
、
自
分
は
一
生
夢
の
か
な
わ
な
い
人
間
だ

と
信
じ
て
ま
し
た
か
ら
。
周
り
の
大
人
も
誰
も
夢
や
希
望

を
語
ら
な
い
し
。

大
学
受
験
の
当
日
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
中
毒
だ
っ
た
父
が
自

殺
し
た
ん
で
す
。
父
は
会
社
を
経
営
し
て
た
ん
で
す
が
、

実
際
は
借
金
ま
み
れ
で
、
亡
く
な
っ
た
後
、
家
に
は
た
く

さ
ん
借
金
取
り
が
押
し
か
け
て
き
ま
し
た
。
私
は
も
う
進

学
な
ん
て
あ
き
ら
め
て
た
の
に
、
母
が
借
金
返
済
の
あ
と

に
残
っ
た
１
４
０
万
円
の
う
ち
１
０
０
万
円
を
私
に
渡
し

て
、
こ
こ
か
ら
出
な
さ
い
、
あ
ん
た
は
東
京
に
行
き
な
さ

い
と
。
そ
れ
か
ら
は
、
東
京
の
美
術
予
備
校
に
通
っ
て
美

大
へ
入
学
。
絶
対
に
あ
の
貧
し
さ
に
、
あ
の
場
所
に
は
戻

ら
な
い
ぞ
と
心
に
誓
っ
て
、
必
死
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―
西
原
さ
ん
は
女
性
が
仕
事
を
持
っ
て
働
く
こ
と
の
大
切

さ
を
訴
え
て
い
ま
す
ね
。

母
は
お
金
の
こ
と
で
父
と
毎
日
夫
婦
げ
ん
か
で
す
。
で

も
、
そ
う
や
っ
て
怒
り
な
が
ら
も
彼
女
は
ず
っ
と
働
い
て

き
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
お
金
で
私
た
ち
は
な
ん
と
か
ま
と

も
に
生
き
ら
れ
た
。
も
し
、
母
が
働
い
て
な
か
っ
た
ら
本

当
に
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
た
と
思
い
ま
す
。

貧
乏
を
知
ら
な
い
っ
て
、
い
い
こ
と
で
す
よ
。
で
も
、

実
は
貧
困
っ
て
す
ぐ
隣
に
あ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
女
性
は

働
く
べ
き
で
す
。
専
業
主
婦
に
な
っ
て
、
夫
を
支
え
て
、

子
ど
も
に
お
い
し
い
ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
る
っ
て
、
す
ご

く
大
事
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
ま
り
に
恐
ろ
し
い
。

夫
の
会
社
は
つ
ぶ
れ
な
い
、
夫
は
自
分
を
裏
切
ら
な
い
、

夫
は
病
気
に
な
ら
な
い
。
彼
女
た
ち
は
そ
う
信
じ
て
ま
す

け
ど
、
間
違
い
な
ん
で
す
。
い
ざ
そ
う
な
っ
た
と
き
、
家

は
あ
っ
と
い
う
間
に
壊
れ
る
し
、
貧
困
に
陥
り
ま
す
。
で

も
、
男
性
も
そ
う
い
う
家
庭
的
な
女
を
求
め
ま
す
よ
ね
？  

そ
の
考
え
方
を
変
え
て
い
か
な
い
と
。

女
性
が
自
立
し
て
経
済
力
を
持
て
ば
、
夫
を
助
け
ら
れ

旅先では、その土
地で食べられてい

るものを食べるの
が流儀。
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る
し
、
暴
力
を
ふ
る
う
夫
か
ら
逃
げ
ら
れ
る
。
女
の
人
な

ら
、
誰
だ
っ
て
自
分
の
子
ど
も
を
泥
棒
や
売
春
婦
に
し
た

く
な
い
。
子
ど
も
を
ち
ゃ
ん
と
し
た
「
人
」
に
す
る
た
め

に
、
必
死
に
働
き
ま
す
よ
。
ア
ジ
ア
の
貧
し
い
国
を
旅
す

る
と
、
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
の
は
や
っ
ぱ
り
女
性
。
男

の
人
は
昼
間
っ
か
ら
飲
ん
だ
く
れ
て
ま
す
か
ら
。
た
だ
、

女
性
が
ち
ゃ
ん
と
し
た
仕
事
に
就
け
な
い
か
ら
、
稼
げ
な

い
ん
で
す
。
そ
も
そ
も
男
の
人
に
お
金
を
預
け
て
、
こ
の

数
千
年
貧
困
が
な
く
な
っ
た
た
め
し
が
な
い
。
女
性
が

ち
ゃ
ん
と
職
業
を
持
つ
世
の
中
に
変
え
て
い
け
ば
、
貧
困

は
な
く
な
る
と
私
は
信
じ
て
ま
す
。

―
―
お
金
の
こ
と
を
日
本
人
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
言
い
ま

せ
ん
ね
。
ど
こ
か
「
は
し
た
な
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

で
も
ね
、
や
っ
ぱ
り
お
金
が
な
い
と
い
ろ
ん
な
も
の
を

守
れ
な
い
。
私
の
夫
（
戦
場
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家 

鴨
志
田
穣
さ
ん
）
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
っ
て
入

院
し
て
、
結
局
、
最
後
は
癌
に
な
っ
て
死
に
ま
し
た
が
、

つ
く
づ
く
思
う
の
は
、
人
を
人
と
し
て
看
取
る
に
は
も
の

す
ご
く
お
金
が
か
か
る
っ
て
こ
と
で
す
。

当
時
、
彼
は
病
気
の
せ
い
で
酒
を
飲
ん
で
は
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
暴
れ
て
ま
し
た
。
も
し
私
に
お
金
が
な
か
っ
た
ら
、
憎

し
み
し
か
残
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
彼
を
人
に
戻
す
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
お
金
が
あ
っ
た
か
ら
な
ん
で

す
。
も
し
、
お
金
が
な
か
っ
た
ら
彼
を
見
殺
し
に
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
お
前
の
父
親
は
最
低
の
人
間
だ
っ
た
と
言
い
続

け
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
憎
し
み
の
連
鎖
で
す
よ
ね
。
私

は
働
く
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
そ
う
せ
ず
に
済
ん
だ
。
働
け

ば
、人
は
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。だ
か
ら
働
く
っ

て
素
晴
ら
し
い
こ
と
な
ん
で
す
よ
、
や
っ
ぱ
り
。

う
わ
」
っ
て
い
う
ね
、
そ
ん
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
。
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、
東
は
筋
を
通
す
文
化
だ
か
ら
、
曲
が
っ
た
こ

と
は
許
せ
な
い
感
じ
で
し
ょ
う
？ 

で
も
縁
あ
っ
て
子
ど

も
も
で
き
た
わ
け
だ
し
、「
だ
か
ら
嫌
い
嫌
い
言
う
の
は

や
め
て
、
ま
あ
、
お
帰
り
っ
て
言
お
か
」
っ
て
、
そ
う
い

う
感
じ
な
ん
で
す
。

そ
れ
と
西
は
、
ど
れ
だ
け
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
か
が

上
位
に
き
ま
す
ね
。
私
は
職
業
柄
ふ
だ
ん
め
っ
た
に
笑
わ

つ
ら
く
て
も
、
愚
痴
ら
ず
笑
う
黒
潮
文
化

―
―
鴨
志
田
さ
ん
と
は
一
度
離
婚
し
、
そ
の
後
、
西
原
さ

ん
の
献
身
的
な
支
え
も
あ
っ
て
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
克
服

し
、
ま
た
家
族
が
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
鴨
志
田
さ
ん

を
、
な
ぜ
も
う
一
度
受
け
入
れ
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
西
の
情
の
文
化
に
通
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
ま
あ
、
え
え
や
ん
。
帰
っ
て
く
る
な
ら
お
帰
り
っ
て
言

毎日新聞社刊『毎日かあさん』第二巻  お入学編P75  Ⓒ西原理恵子
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な
い
ん
で
す
け
ど
、
彼
は
突
拍
子
も
な
い
こ
と
や
っ
て
私

を
笑
わ
せ
る
の
が
う
ま
か
っ
た
。
海
外
で
夫
婦
げ
ん
か
の

後
、
素
っ
裸
で
ヤ
シ
の
木
か
ら
「
か
あ
さ
ん
、
ご
め
ん
」

と
叫
び
な
が
ら
海
に
ダ
イ
ブ
し
た
り
。
ま
あ
、
こ
れ
は
見

事
に
息
子
に
受
け
継
が
れ
て
ま
す
け
ど
。

―
―
毎
日
新
聞
連
載
の
『
毎
日
か
あ
さ
ん
』
を
読
む
と
、

息
子
さ
ん
の
突
拍
子
の
な
さ
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

夫
が
死
ん
だ
と
き
、
お
葬
式
に
高
須
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
高

須
克
弥
先
生
が
き
て
く
れ
て
、
息
子
を
指
さ
し
て
私
に
こ

う
言
っ
た
ん
で
す
。「
人
は
ね
、
遺
伝
子
の
乗
り
物
、
舟

な
ん
で
す
。
ほ
ら
、
あ
の
新
し
い
舟
に
乗
り
込
ん
だ
誇
ら

し
げ
な
鴨
志
田
さ
ん
を
ご
ら
ん
な
さ
い
。
も
う
古
い
舟
の

こ
と
は
考
え
な
く
て
い
い
ん
で
す
よ
」
っ
て
。
そ
の
と
き

は
意
味
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
、今
見
る
と
、

あ
あ
乗
っ
て
る
な
ー
っ
て
思
い
ま
す
ね
（
笑
）。
そ
っ
く

り
な
ん
で
す
よ
、
や
る
こ
と
が
。

―
―
西
原
さ
ん
の
手
に
か
か
る
と
、
あ
り
ふ
れ
た
日
常
が

面
白
い
漫
画
に
な
る
。
ネ
タ
を
見
つ
け
て
ふ
く
ら
ま
せ
る

の
が
す
ご
く
お
上
手
で
す
。

そ
れ
は
故
郷
の
高
知
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
高
知
人
っ
て
、
酒
と
料
理
と
面
白
い
話
で
人
を
も

て
な
す
ん
で
す
。
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
人
前
で
愚
痴

は
だ
め
。
必
ず
何
か
面
白
く
ア
レ
ン
ジ
し
て
言
う
。
そ
れ

が
高
知
の
大
人
の
流
儀
。
こ
れ
っ
て
黒
潮
の
民
、
鯨
追
い

の
文
化
な
ん
で
す
。
人
を
楽
し
ま
せ
る
の
が
大
好
き
で
、

東
南
ア
ジ
ア
と
か
沖
縄
と
か
と
、
す
ご
く
似
て
る
と
感
じ

ま
す
。
あ
と
は
「
文
句
言
い
」
で
す
ね
。
東
の
人
は
弱
い

と
こ
ろ
は
つ
っ
こ
ま
な
い
で
し
ょ
う
？　

西
っ
て
、
つ
っ

こ
ん
で
い
じ
っ
て
ナ
ン
ボ
。
オ
チ
の
な
い
会
話
っ
て
、
会

話
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
自
分
は
ク
リ
エ
イ
タ
ー

じ
ゃ
な
く
て
、
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
と
思
っ
て
ま
す
ね
。

―
―
長
年
多
く
の
作
品
を
描
い
て
き
て
、
ス
ラ
ン
プ
に
陥

る
こ
と
は
な
い
ん
で
す
か
？

万
年
ス
ラ
ン
プ
で
す
よ（
笑
）。私
は
マ
イ
ナ
ス
思
考
で
、

ダ
メ
だ
ダ
メ
だ
っ
て
い
つ
も
思
っ
て
る
。
で
も
、
高
須
先

生
に
言
わ
せ
る
と
、
そ
う
や
っ
て
考
え
る
か
ら
こ
そ
私
の

作
品
は
で
き
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
し
ょ
う
が
な
い
っ
て
。

た
し
か
に
ね
、
漫
画
家
っ
て
考
え
る
こ
と
を
や
め
な
い
商

売
だ
か
ら
し
ん
ど
い
。
だ
か
ら
余
計
、
旅
行
に
行
き
た
く

な
る
ん
で
す
よ
ね
。

旅
行
は
私
が
子
ど
も
と
行
き
た
い
だ
け
で
、
子
ど
も
た

ち
は
家
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
た
い
か
ら
、
か
な
り
迷
惑
が
っ

て
ま
す
。
今
年
の
夏
は
息
子
を
海
外
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ

せ
た
ん
で
す
け
ど
、
す
ご
く
嫌
が
っ
て
ま
し
た
。
で
も
男

は
や
っ
ぱ
り
外
の
釜
の
メ
シ
を
食
わ
な
い
と
ね
え
。

―
―
漫
画
家
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

ず
っ
と
描
い
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
働
き
続
け
た
い
。

一
番
怖
い
の
は
働
け
な
く
な
る
こ
と
。
だ
か
ら
優
先
す
る

の
は
健
康
、
仕
事
、
家
族
。

こ
う
い
う
作
品
を
描
き
た
い
っ
て
い
う
の
は
な
い
で
す
。

皆
さ
ん
に
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
を
目
指

し
た
い
。
仕
事
で
腹
が
立
っ
て
眠
れ
な
い
人
が
、
私
の
漫
画

を
読
ん
で
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
て
眠
れ
ま
し
た
な
ん
て
手
紙

を
も
ら
う
と
、
ほ
ん
と
う
れ
し
い
。
人
の
役
に
立
つ
っ
て
あ

り
が
た
い
で
す
よ
。
お
金
は
あ
り
が
と
う
の
証
拠
。
コ
ロ
ッ

ケ
屋
の
お
ば
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
、
お
い
し
か
っ
た
よ
っ
て
50

円
も
ら
う
。
そ
ん
な
感
じ
が
理
想
で
す
ね
。

―
―
最
後
に
働
く
女
性
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け

ま
す
か
。

子
育
て
し
な
が
ら
働
く
女
性
の
先
輩
で
、
自
分
の
時
間

が
な
い
、
夫
が
協
力
的
じ
ゃ
な
い
っ
て
愚
痴
を
言
う
人
が

い
る
で
し
ょ
う
？ 

あ
れ
っ
て
仕
事
が
で
き
な
い
女
な
ん

で
す
。赤
提
灯
で
会
社
の
文
句
言
っ
て
る
お
じ
さ
ん
と
同
じ
。

そ
ん
な
人
と
一
緒
に
い
た
ら
ダ
メ
で
す
。
そ
こ
か
ら
ど
う

す
る
か
、
な
ん
で
す
よ
。
た
だ
文
句
言
っ
て
る
だ
け
の
人

な
ら
会
社
も
い
ら
な
い
。
仕
事
も
子
育
て
も
、
大
変
だ
け

ど
す
ご
く
面
白
い
し
、
忙
し
い
く
ら
い
夢
中
に
な
れ
ば
文
句

言
っ
て
る
暇
な
ん
て
な
い
。
と
に
か
く
、
人
間
、
働
い
て
さ
え

い
れ
ば
、
な
ん
と
か
な
る
ん
で
す
。

15 NIPPON STEEL MONTHLY   2011. 10



162011. 10   NIPPON STEEL MONTHLY

G
GROUP CLIP

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
が
進
め
ら
れ
る
中
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
・
イ
ン
フ
ラ
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
、
具
体
的
な
施

策
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
被
災
地
の
皆
様
、

設
計
会
社
、
設
計
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、
建
設
会
社
を
は
じ
め
と

す
る
建
築
・
土
木
関
係
の
皆
様
な
ど
に
、
当
社
グ
ル
ー
プ
が
貢
献
で
き

る
技
術
、
製
品
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
日
鉄
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
の

復
興
技
術
・
ま
ち
づ
く
り
支
援
」を
ア
ッ
プ
し
た
。

「
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
の

復
興
技
術
・
ま
ち
づ
く
り
支
援
」

を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

本サイトは各自治体が復興計画を策定する際に参考としていただくことを念頭に置き、
同時に新日鉄グループとして復興需要を捕捉していくための起点とすることも指向し、
問い合わせ対応やグループ各社サイトとの連携機能など新しい機能を盛り込んでいます。

新日鉄復興支援プロジェクトチーム（東北支店建材グループリーダー）　　赤尾 賢明

港湾、河川、道路・鉄道、防災拠点、地盤対策、ライフライン、住宅、エネルギー、
一般建築物、廃棄物処理の10項目に用途を分類し、用途ごとに検索、閲覧が可能。

復興時をイメージした「俯瞰図」「多重防御」「高台移転・職住分離」の3つの
切り口から検索、閲覧が可能。

図・写真を多用し、技術、製品、ソリューションを視覚的にわかりやすく提示。

新日鉄グループを網羅（新日鉄、日鉄住金建材（株）、日鉄住金鋼板（株）、新日鉄
エンジニアリング（株）、日鉄トピーブリッジ（株）など）。

プロジェクト開発部、建材事業部、スラグ・セメント事業推進部、東北支店に
またがる「復興支援プロジェクトチーム」を窓口とし、電話やファックスのほか、
メールでもご相談いただくことができる。

お問い合わせ先 新日鉄復興支援プロジェクトチーム 03-6867-6357（土木関連）
 03-6867-6385（建築関連）
 03-6867-6199（スラグ）
 022-227-2771（東北支店）

新日鉄グル プを網羅（新日鉄 日鉄住金建材（株） 日鉄住金鋼板（株） 新日鉄

梁：H形鋼・ハイパービーム®

杭：エコパイル

鋼管 羽根

柱：コンクリート充填鋼管（CFT）

床：合成スラブ床

人工地盤面

魚市場など

主なポイント

　例：鋼構造人工地盤

URL　　http://www.nsc.co.jp/product/fukkou/
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新
日
鉄
は
年
次
報
告
書
と

会
社
概
要
を
兼
ね
た「
ア
ニ
ュ

ア
ル
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
１
」を

発
行
し
た
。
２
０
１
１
年
度

版
の
タ
イ
ト
ル
は〝Building 

a Bold Future

〞。
現
在
、

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
住

友
金
属
工
業（
株
）と
の
経
営
統
合

（
２
０
１
２
年
10
月
1
日
予
定
）を

踏
ま
え
、
国
内
外
の
事
業
基
盤
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
生
産
・
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ

ら
に
拡
大
・
深
化
さ
せ
、
世
界
の
伸

新
日
鉄
と
米
国
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
同
社
が
保
有

す
る
高
強
度
ラ
イ
ン
パ
イ
プ
用
鋼
管（
米

国
石
油
協
会
規
格
Ｘ
１
２
０
）の
敷
設

溶
接
技
術
に
つ
い
て
、
世
界
で
初
め

て
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
契
約
を
締
結
し

た
。
本
契
約
に
よ
り
、
新
日
鉄
は
Ｘ

１
２
０
ラ
イ
ン
パ
イ
プ
用
鋼
管
の
製

造
技
術
と
共
に
、
敷
設
時
の
中
核
技

術
で
あ
る
敷
設
溶
接
技
術
を
あ
わ
せ

持
つ
世
界
初
の
鋼
管
メ
ー
カ
ー
と
な
る
。

Ｘ
１
２
０
は
Ｘ
８
０
規
格
と
比
べ
１
・

５
倍
の
強
度
を
持
ち
、
高
圧
・
大
径

輸
送
に
よ
る
経
済
性
に
優
れ
た
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
を
可
能
と
す
る
。

か
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
今

後
も
電
力
需
給
の
ひ
っ
迫
が
想
定

さ
れ
る
状
況
下
、
引
き
続
き
電
力

工
場
の
安
定
操
業
を
通
じ
、
電
力

の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
く
。

釜
石
製
鉄
所
は
9
月
9
日
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
損
傷
し
復
旧

作
業
を
行
っ
て
き
た
自
社
港
湾
・

物
流
設
備
に
関
し
て
、
石
炭
揚
陸

設
備
と
、
卸
電
力
発
電
設
備
ま
で

石
炭
を
輸
送
す
る
パ
イ
プ
コ
ン
ベ

ア
の
稼
働
を
再
開
し
た
。

両
設
備
の
稼
働
再
開
に
伴
い
、

卸
電
力
発
電
設
備
の
安
定
操
業
体

制
が
確
立
さ
れ
た
。
釜
石
製
鉄
所

電
力
工
場
は
、
岩
手
県
で
最
大
の

出
力
規
模
を
有
し
、
県
内
の
一
般

世
帯
の
電
力
需
要
の
約
4
割
を
ま

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
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６
７
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４
６
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０
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│
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６
７
│
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４
６
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０
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│
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８
６
７
│
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３
５
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タ
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０
３
│
６
８
６
７
│

　

 
２
１
３
５・２
１
４
６・２
１
４
７

び
ゆ
く
鉄
鋼
需
要
を
新
日
鉄
グ
ル
ー

プ
の
成
長
に
取
り
込
み
、
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
く
と
の
決
意
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

（
株
）岡
村
製
作
所
と
新
日
鉄
は
、

両
社
の
出
資
会
社
で
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
生
産
を
停
止
し
て
い
た

（
株
）エ
ヌ
エ
ス
オ
カ
ム
ラ
に
つ
い
て
、

釜
石
製
鉄
所
構
内
で
事
業
を
再
開

さ
せ
る
復
興
計
画
を
決
定
し
た
。

２
０
１
２
年
5
月
中
の
生
産
再
開

を
目
指
す
。
岡
村
製
作
所
と
新
日

鉄
は
、
エ
ヌ
エ
ス
オ
カ
ム
ラ
の
生
産

活
動
と
雇
用
の
継
続
を
通
じ
、
被

災
地
の
復
興
に
貢
献
し
て
い
く
。

グループ
（
株
）エ
ヌ
エ
ス
オ
カ
ム
ラ
が

釜
石
製
鉄
所
内
で
事
業
継
続

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

新
日
鉄
と
新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ（
株
）は
9
月
12
〜
22
日
の
間
、

被
災
地
の
津
波
泥
土
を
建
設
資
材
に

変
え
る
実
証
実
験
を
、
仙
台
市
宮
城

野
区
で
行
っ
た
。
こ
の
試
験
は
、
津

波
泥
土
に
製
鉄
工
程
で
発
生
す
る
副

産
物
を
原
料
と
す
る
カ
ル
シ
ア
系
改

質
材
を
混
合
し
、
土
質
を
改
良
し
て

建
設
資
材
と
し
て
の
再
利
用
を
図
る

も
の
で
、
混
合
方
法
と
し
て
は
大
量

の
津
波
泥
土
を
処
理
で
き
る
回
転
式

破
砕
混
合
工
法
を
採
用
し
て
い
る
。

技　術

カ
ル
シ
ア
改
質
土
で

津
波
泥
土
を
建
設
資
材
に
変
え
る
実
証
実
験

経　営技　術

経　営

釜
石
製
鉄
所　

石
炭
揚
陸
設
備
と
パ
イ
プ
コ
ン
ベ
ア
の
稼
働
を
再
開

「
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
１
」を
発
行

高
強
度
ラ
イ
ン
パ
イ
プ
用
鋼
管
の
敷
設
溶
接
技
術

米
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与

X120ラインパイプ用鋼管

石炭揚陸の様子

がれきを含んだ
泥土

回転式破砕混合プラントと改質された良質な土
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ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
イ
ヤ「
Ｅ
Ｘ
１
」に
関

す
る
特
許
に
つ
い
て
、
田
中
電
子
工

業（
株
）に
対
し
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
す

る
契
約
を
締
結
し
た
。
同
業
ボ
ン

デ
ィ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
に
対
す

る
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
は
今
回
が
初
め

新
日
鉄
と
韓
国
の
ポ
ス
コ
社
は

9
月
6
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の

紀
尾
井
ホ
ー
ル
で「
ス
チ
ー
ル
＆

ス
ト
リ
ン
グ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」を

開
催
し
た
。
両
社
は
２
０
０
８
年

か
ら
両
国
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
日
韓

の
伝
統
音
楽
な
ど
多
彩
な
音
楽
交

流
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
は
韓
国

新
日
鉄
と
ア
ル
セ
ロ
ー
ル
ミ
タ

ル
の
米
国
の
合
弁
会
社
ア
イ
・
エ

ヌ
・
コ
ー
ト
社
が
操
業
20
周
年
を

迎
え
、
8
月
19
日
に
現
地
で
記
念

式
典
を
行
っ
た
。
ア
イ
・
エ
ヌ
・

コ
ー
ト
社
は

北
米
で
自
動

車
向
け
の
高

品
位
表
面
処

理
鋼
板
を
製

造
す
る
こ
と

を
目
的
と
し

て
建
設
さ
れ
、

１
９
９
１
年

に
操
業
を
開

始
し
た
。

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリースは、
ホームページに全文が掲載されています
のでご参照ください。

総
務
部
広
報
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タ
ー
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６
７
│
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３
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11月15日（火）／19：00
新日鉄プレゼンツ
ニュー・アーティスト・シリーズ
第24回　田中拓也（サクソフォーン）
ブラームス：ソナタ第2番ホ長調Op.120-2
ドビュッシー：シランクス、サクソフォーンの
　　　　　　  ための狂詩曲　ほか

公演ご案内

http://www.kioi-hall.or.jp

新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先
紀尾井ホールチケットセンター（日・祝休）  
TEL 03-3237-0061

19世紀中頃、ヨーロッパ社交界の貴
婦人たちを虜にし、その変幻自在で
華麗な技巧から“ピアノの魔術師”と
呼ばれたリスト。奔放な女性遍歴の
後、後半生は聖職の道へ進み、その
音楽はやがて精神的・宗教的なもの
へと昇華する。リスト74年の生涯の
多彩なピアノ作品をハンガリーの新
星ダーヴィド・バールとバラージュ・
フュレイの演奏でお楽しみください。

リスト生誕200年 特別企画
リスト×リスト

スケジュール

第1回　11月6日（日）／15:00
ピアノ：ダーヴィド・バール
ヴァイオリン：松野弘明
第2回　11月16日（水）／19:00
ピアノ：バラージュ・フュレイ

の
室
内
楽
グ
ル
ー
プ
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ルD

IT
T
O

と
、
日
本
の
俊
英

ギ
タ
リ
ス
ト
・
大
萩
康
司
氏
と
い

う
日
韓
の
若
い
世
代
を
代
表
す
る

音
楽
家
に
よ
る
演
奏
で
招
待
客
を

魅
了
し
た
。

新
日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ（
株
）と
同

社
子
会
社
で
半
導
体
実
装
材
料
メ
ー

カ
ー
の（
株
）日
鉄
マ
イ
ク
ロ
メ
タ
ル

は
、
抜
本
的
な
省
貴
金
属
と
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
実
現
す
る
Ｌ
Ｓ
Ｉ
実
装
用

パ
ラ
ジ
ウ
ム
単
層
被
覆
の
新
型
銅
ボ

グループ

新
日
鉄
マ
テ
リ
ア
ル
ズ（
株
）が
新
型
銅
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
供
与

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
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７
│
２
１
３
５

第1回 「超絶技巧の饗宴と多彩なる編曲」
パガニーニ：
24のカプリース
より第9番、24番

リスト：
パガニーニ大練
習曲集より第5
番、6番、3番
『ラ・カンパネラ』

リスト編曲：
リゴレット・
パラフレーズ
（ヴェルディ）
イゾルデの愛の死
（ワーグナー）
ほか

第2回 「豊かなる民族色と深遠なる精神性」
リスト：
２つのチャール
ダーシュ
ハンガリー狂詩
曲より第2番、
6番、15番
2つの伝説、
ピアノ・ソナタ
ロ短調　ほか

て
。
新
型
銅
ワ
イ
ヤ
の
さ
ら
な
る
市

場
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

メセナ

経　営

米
国
ア
イ・エ
ヌ・コ
ー
ト
社

操
業
20
周
年
記
念
式
典
を

開
催

韓
国
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
音
楽
交
流　

ス
チ
ー
ル
＆
ス
ト
リ
ン
グ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

ダーヴィド・バール

松野弘明

バラージュ・フュレイ

パラジウム被覆新型銅ボンディングワイヤEX1
実装例

新日鉄 宗岡社長（左端）、POSCO 鄭会長（右から3番目）と出演者

新日鉄 内田常務取締役（左から4番目）とアルセロールミタル米国社
リッピー社長（右から3番目）



新日鉄
ギャラ
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室蘭製
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室
蘭
ね
り
こ
み

室
蘭
ね
り
こ
み
は
1
9
9
2
年
、
末
廣
六
郎
所
長

（
当
時
）の
提
唱
で
始
ま
っ
た
。
20
回
の
節
目
を
迎
え

た
今
夏
は
、
企
業
や
商
店
会
な
ど
18
梯
団
が
参
加
。

室
蘭
製
鉄
所
と
協
力
会
社
の
若
手
社
員
ら
も
神
輿
を

担
ぎ
、
室
蘭
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
勇
壮
に
練
り

歩
い
た
。
沿
道
に
詰
め
か
け
た
市
民
は
、
担
ぎ
手
に

拍
手
と
歓
声
を
送
り
、
力
水
を
浴
び
せ
る
。
祭
り
の

熱
気
が
最
高
潮
に
達
し
、ま
ち
が
一
体
に
な
る
瞬
間
だ
。

（
※
）
チ
ー
ム
隼
『
室
蘭
ソ
ー
ラ
ン
』
の
歌
詞
よ
り

担
ぐ
若
衆
の
肩
越
し
に
ゃ

夢
を
託
し
た
力
こ
ぶ

ヤ
サ
エ 

エ
ン
ヤ
ー 

サ
ー
ノ 

ド
ッ
コ
イ
シ
ョ（
※
）
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〒
100-8071  東

京
都
千
代
田
区
丸
の
内
2-6-1 TEL03 -6867 -4111　

http://w
w
w
.nsc.co.jp/

編
集
発
行
人
   総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
所
長
　
 高
橋
 望
  ／
 企
画
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
　
株
式
会
社
日
活
ア
ド
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー

●
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
FAX
:03-6867-3597

●
本
誌
掲
載
の
写
真
お
よ
び
図
版
・
記
事
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

多和 圭三 （たわ・けいぞう）
 作者プロフィール／ 1952年愛媛県大三島生まれ。日本大学芸術学部美術学科卒業。
81年に真木画廊で初個展を開催。以来、鉄を叩くことを通して制作を続ける。全国
の画廊や美術館で個展を開催するほか、米国、韓国、バングラデシュでも作品が紹
介されている。94年には新日鉄本社にて開催された「第3回 STEEL ART展」に出品。
95年タカシマヤ文化基金新鋭作家奨励賞受賞。2003年第33回中原悌二郎賞優秀賞
受賞。07年文化庁買上優秀美術作品。09年より多摩美術大学教授、現在に至る。
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